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５月の『一斉下校』や『火災時の避難訓練』に引き続き、６月６日（木）に、『不

審者侵入時』に備えての避難訓練を実施しました。 

附属池田小学校の事件が起こってから、１8 年が経ちます。校内で、あのような

惨劇が二度と起こらないようにと、本校では、毎年実施

しています。 

今年は川崎市でも小学生が不審者に刺されてしまう、

というあってはならない出来事も起こりました。このよ

うに不審者が襲ってくるのは、教職員が子どもの側にい

る時とは限りません。池田の事件は、休憩時間でした。

放課後の運動場で起こることも登下校時に起こることも

あります。私たち教職員が緊急時に備え、対応について考え・訓練しておくことは、

もちろん重要ですが、それとともに、子どもたちが、できるだけ 

『自分の身は自分で守る』ことが、何より重要であると思います。 

★不審者対策避難訓練を終えて 

～大切なことは『正しい情報の共有化』～ 

今回の不審者侵入時の避難訓練は、「３時間目に１年教室前に不審者が現れた」

という設定で訓練をしました。私たち教職員は、児童と一緒に行う訓練の前に、我々

教職員のみで、岸和田警察防犯係の方に来ていただいて、訓練を行いました。警察

官が不審者役になり、本番さながらの緊張感のある訓練でした。児童の命を守るこ

との重要さ、難しさを痛感しました。 

訓練当日、子どもたちは真剣に、窓を閉めたり、机を出入り口に並べたり、イス

を持ち、できるだけ出入り口から離れ、先生の指示に従って行動できました。その

後、不審者が確保されたことを確認し、運動場に避難し、集合しました。短い時間

で静かに集合出来たことは、大変良かったと思います。 

本当に不審者が侵入した時に最も大切なことは情報の共有です。不審者はどんな

服装なのか、男性か女性か、年齢は、凶器を持っているのか、どこに出没している

のか、などすべては静かに放送を聞く以外に方法はありません。むやみに騒がず、

正しい情報を聞き、正しい判断ができるように心がけよう。 



 

生活委員会では八木南小学校のみんなが気持ちよく学校生活を送れるようにと、毎

月生活目標を決めていろんな活動に取り組んでいます。４月は『すすんであいさつ

をしよう』ということで通用門の前であいさつ運動に取り組みました。 

５月は『トイレのスリッパを並べよう』

を目標に、スリッパ並べチェックを行い、

各クラスに啓発活動を行いました。 

５，６年生を中心に自分たちの学校を

よくしたい、みんなと仲良くしたい、八

木南小学校を誇りに思えるようにした

い、と考え、積極的に行動を起こしてい

ます。 

６月は「廊下や教室は歩こう」      

が目標です。梅雨に入って教室や廊下で

過ごすことが増えるので、ケガをするこ

とのないように生活委員会は腕章をつけてパトロールをすることになりました。こ

れからも全校児童の役に立てるように頑張ります。 

 もちろん生活委員会以外も全校児童のために積極的に委員会活動に取り組んでい

ます。 

 

 

 

今年はずいぶんと早くから暑い日が続いています。そんな中でも子どもたちは元気

いっぱい運動場で汗を流しています。もちろん水分補給を忘れずに、教室でも各担

任から「お茶を飲みましょう！」と注意を促していたり、体育の授業などは時には

「飲水タイム」を設けたりしています。 

しかし、中には水筒を忘れたり、小さすぎる水筒でお茶が

なくなったりしている児童もいます。ぜひ大きめの水筒を

持たせてください。しかし、中身は水、お茶で十分です。

スポーツドリンクなどは糖分が多すぎ、飲みすぎは食欲を

減退させ、給食をしっかり食べることができません。もち

ろん清涼飲料水ですのでジュースと一緒です。万一熱中症

になりそうになった時も学校には経口補水液を常備してい

ますので心配ありません。どうかご理解いただいてご協力

よろしくお願いします。 

 

 


